
MUFGにおける

カーボンニュートラルへの

取り組み

2026年7月23日
三菱UFJ銀行 サステナブルビジネス部副部長 兼
MUFGサステナブルエナジー 代表取締役社長 鈴木 洋介



2

冒頭ご挨拶

サステナビリティ委員会

三菱UFJフィナンシャル・グループ

監
督

取締役会

社外アドバイザー助言

三菱UFJ銀行
サステナブルビジネス部

• グループ横断でサステナブルビジネスを推進

ソリューション本部

サステナブルビジネス部

業務推進グループ 企画開発グループ

投資・事業推進室

サステナビリティ企画室

サステナビリティ経営・全社戦略

エネルギートランジション
推進室

執
行

経営会議

登壇者プロフィール

氏名 ： 鈴木 洋介（すずき ようすけ）

所属・役職 ：
三菱UFJ銀行 サステナブルビジネス部 副部長
兼 MUFGサステナブルエナジー 代表取締役社長

略歴

MUFGのサステナブルビジネス推進体制

ソリューションプロダクツ部

• GX含む様々なプロダクトを通じた
ソリューションを提供

• 2003年東京三菱銀行（当時）入行、2006年よりストラクチャードファイナンス
部にてプロジェクトファイナンス業務／不動産ファイナンス業務に7年間従事し、米
ユニオンバンクにおける業務を経て2017年より再生可能エネルギー関連プロジェク
トファイナンス業務に従事。

• 2025年よりサステナブルビジネス部副部長、MUFGサステナブルエナジー（以下、
Mサス）代表取締役社長を兼務し、様々な角度から再生可能エネルギー推進
に寄与。
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MUFGカーボンニュートラル宣言

MUFGカーボンニュートラル宣言

• 2030年までの当社自らのGHG排出量ネットゼロ

• 2050年までの投融資ポートフォリオのGHG排出量ネットゼロ

変わらない3つのコミットメント MUFG移行計画の4つの戦略

自社排出削減1
投融資ポートフォリオへの

対応3

エンゲージメントと
ファイナンス支援2 リスク管理とガバナンス4

1.2050年カーボンニュートラル実現等を通じて
パリ協定1.5℃目標達成に貢献すること

2.事業を通じて脱炭素社会へのスムーズな
   移行を支援すること

3.環境と経済の好循環による持続可能な
   社会の実現に積極的に貢献すること

1-a 1-b 2-a

MUFGにおける取り組み

（注） MUFG Transition Progress 2026より抜粋
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自社排出削減

1. 自社排出削減に向けた取り組み概要は「SUSTAINABILITY AT WORK」を参照
2.クルンシィ（アユタヤ銀行）はタイの連結子会社、ダナモン銀行はインドネシアの連結子会社
3.GHG排出量の実績データに対して独立した第三者より保証を取得
4.BIPVは、建物の開口部や壁面等、これまで活用されていなかった垂直面での発電を可能にするため、再生可能エネルギー導入を加速するための有力な選択肢として期待されているもの

自社排出削減のロードマップと中間目標 お客さまとのパートナーシップを通じた先進脱炭素技術の実証事例

• AGC株式会社との資源循環に関する覚書のもと、後付けタイプの建材一体型太
陽光発電ガラス（BIPV：Building Integrated Photovoltaics）4の資源循
環を見据えた実証実験を開始

• 実証を通じて、地域と調和したオンサイト発電による、都市部での再生可能
エネルギーの導入拡充をめざす

モジュール構成

中間膜

化学強化ガラス
t1.3mm

化学強化ガラス
t1.3mm

太陽電池セル
（シリコン系）

2026年度の目標
（50%削減）を前倒しで達成

カーボンクレジット
（負値）

2024年度
実績

336
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159 168

0

-60

0

60
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180

240

300

360

2020年度

実績

2021年度

実績

2022年度

実績

2023年度

実績

2026年度

中間目標

2030年

目標

銀行 クルンシィ ダナモン銀行 その他（千 tCO
2
e）

2 2

第三者保証取得 3

◼MUFGは、2021年5月に公表したカーボンニュートラル宣言に基づき、自社GHG排出量の2030年までのネットゼロをめざす

◼徹底した省エネや自社契約電力の再エネ化の取り組みを積み重ねた結果1、2024年度GHG排出量は159千tCO2eとなり、2026年度の中間目標である
「2020年度比50%削減（168千tCO2e）」を前倒しで達成

自社のGHG削減の取り組み

1-a 1-b 2-a 2-b

（注） MUFG Transition Progress 2026を基に弊行作成
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自社排出削減から見えるエンゲージメントの重要性：アプローチと戦略

エンゲージメントのアプローチ

現況分析 戦略分析
計画を支援する

活動
実行支援

効果・進捗の
確認53

• 再エネ支援
• トランジション支援

個社
エンゲージメント

戦略

• インパクト（削減貢献）
• トランジション評価

1 2 4

提言活動

産業界・政府機関と連携した
政策提言

2

ソリューション提供

政府の政策や戦略に沿った、お客さまの
脱炭素化を支えるソリューション提供力の強化

1 3

新たなニーズや課題の把握

産業構造を捉えた

横断的
エンゲージメント

戦略

お客さまや地方自治体・業界団体との
リレーションも活用し、新たなニーズや課題を把握

金融機関としてのGHG削減の取り組み

1-a 1-b 2-a

（注） MUFG Transition Progress 2026、MUFG「自社の環境負荷低減への取り組み」を基に弊行作成

自社排出量の比較（2024年度実績）

• MUFGの自社排出（Scope1・2）は着実に削減の一方、Scope3は、Scope1・2を大きく上回る。

自社排出（Scope1・2）とScope3の規模感

Scope1・2

Scope3 ：1,427千tCO2

：159千tCO2 • 自社排出量削減に加え、Scope3への対応が重要

• お客さまへのエンゲージメントを通じてGXへ貢献

Scope3を踏まえた、働きかけ

約10倍
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エンゲージメント：ファイナンス支援の実績

サステナブルファイナンスの累計実績推移
（2019–2025年度までの累計、兆円）

3.5 
8.0 

14.5 

24.5 

34.0 

43.6 

56.5 

2.0 3.6 
5.4 

8.9 
13.3 

18.5 

24.6 

2019 2020 2021 2022 2023 2024

サステナブルファイナンス全体 環境分野

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50兆円

2030
目標

100兆円

（年度）

グリーンローン・ボンド、トランジションローン・ボンド

2025
概算値

約 9.6 兆円

約 9.4 兆円

約 3.6 兆円

約 2.0 兆円

再エネ・環境関連事業向けプロジェクトファイナンス

再エネ・環境関連事業向けファイナンスのファイナンシャルアドバイザリー

その他1

再エネ向けプロジェクトファイナンス実績2 
（2016–2025年の10年間累計、億米ドル）

再エネ向けプロジェクトファイナンスの電源種別の支援案件数3 

（2016–2025年の10年間累計）

太陽光

295

230

191

186

MUFG

金融機関 A社

金融機関 B社

金融機関 C社

金融機関 D社

347億米ドル第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

362 件

陸上風力 205 件

洋上風力 57 件

バイオマス
水力発電
地熱等 26 件1 ポジティブ・インパクト・ファイナンス、MUFG独自のサステナビリティ関連商品等

2 BloombergNEF ASSET FINANCE / Lead Arrangers LEAGUE TABLEを基にMUFG集計

3 BloombergNEF データベースを基にMUFG集計

金融機関としてのGHG削減の取り組み

1-a 1-b 2-a 2-b

（注） MUFG Transition Progress 2026を基に弊行作成
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再生可能エネルギーのバリューチェーン×MUFG

再エネをつくる

（新規開発）

発電

（バリューアップ）

つなぐ

（需給調整）

再エネをつかう

（需要家）

MUFGサステナブルエナジーは、再生可能エネルギー事業を通じてお

客さまと共にカーボンニュートラル実現と日本の再生可能エネルギー

拡大に貢献することをめざしています。

MUFGサステナブルエナジーの概要

会社概要

会社名株式会社MUFGサステナブルエナジー

所在地東京都千代田区大手町1-6-1

設立 2023年10月2日

代表取締役鈴木洋介

株主株式会社三菱UFJ銀行（100%）

事業内容再エネ資産等や同プロジェクト権の

取得・保有・売却、ファンドGP等

再エネアセット（開発・既設）

への共同投資

共同投資（つくる）

共同GPによるファンド組成

共同GP（つくる）

需要家ニーズ起点の再エネ導入支援

再エネ需要家支援（つなぐ）

対話

投資
再エネ資産（SPC）

電力売買

A社

電力売買連携

連携

需要家

電力小売

再エネ発電所

MUFGの再エネバリューチェーン構築アプローチ 再エネ事業者としての取り組み

1-a 1-b 2-a

LP出資

投資

A社

GP出資

投資家

国内
再エネ事業

ファンド
（LPS）
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再エネにおける需要家側の課題へのご支援1

◼再エネ導入にあたっては以下のようなフローでご検討いただくことで、お客さまの状況に応じた最適な再エネポートフォリオを構
築

◼お客さまのご検討状況に応じて、MUFGグループのソリューションをご案内

（注）1. ご支援の範囲や最低購入量等につきましては、個別にご相談のうえ、決定します
（MURC：三菱UFJリサーチ&コンサルティング、Mトレ:MUFGトレーディング）

ソリューションメニュー

拠点毎の消費電力を
把握・見える化

可視化算定
ゼロボード等のご紹介

省エネ・再エネ・
クレジット等の
バランスを検討

STEP2
計画策定支援

MURC等へ連携

CN目標と照らし、
導入スケジュールを検討

STEP3
計画策定支援

MURC等へ連携

STEP4

導入プランに合致する
電源の紹介・開発

削減支援
取引先、Mサス、

Zエナジー等への連携

再エネ証書等の
調達

削減支援
Mトレ、ENGIE社等への

連携

STEP1

検討状況 連携先

再エネ導入 証書購入

再エネ導入プランの策定

再エネ導入
ポートフォリオの検討

消費電力の分析

STEP1

STEP2 

STEP3  

STEP4  

再エネをつなぐ：需要家向け事業

1-a 1-b 2-a
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需要家向け再エネ導入支援ソリューション ～脱炭素化と電力コスト抑制の両立～ 再エネをつなぐ：需要家向け事業

12

対話MUFG

電力料金抑制・安定化
追加性のある再エネ導入

契約

電力

補完
（イメージ：70～90%）

連携

補完電力
（安定電力）

信頼性の高い
電力小売事業者

再エネ発電事業者 電力需要家

再エネ化継続支援
電力契約条件見直し

電力供給契約
協業

パートナー

オフサイトPPA
（イメージ：10～30%）

電力供給
（100%）

3

需要家ニーズに応じた
最適な再エネ選定・スキーム設計

1-a 1-b

需要家ニーズ・課題の把握

• 電力コスト、変動要因、脱炭素目標等

• ニーズと課題を丁寧にヒアリング

最適な再エネ・調達スキームの設計

• 再エネの選定、小売事業者との組み合わせ

• 最適メニューの設定、調達ポートフォリオ構築

需要家への価値提供

• 電力価格の変動リスクヘッジ

• 経済合理性と脱炭素の両立

1 2 3

ソリューションスキーム ソリューションの実例

MUFG施設の導入実績

MUFG自社施設において、

再エネ導入と価格ヘッジを実現

再エネ
導入

経済的
価値

・ PPA活用による追加性
のある再エネ調達
・ CO2排出量の削減

・ 市場変動リスク抑制
・ 電力コスト安定化

再エネ導入と価格ヘッジの両立により、

脱炭素とコスト抑制を実現をめざす

知見・実績を活かし、

お客さまへの支援拡大を推進

2-a
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本日のまとめ
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MUFGのカーボンニュートラルへの貢献

再エネの拡大・普及を通じ、地域・社会課題の解決に貢献し、
「世界が進むチカラになる。」

事業者として：バリューチェーン構築

金融機関として：お客さまとのエンゲージメントとファイナンスの支援

電源開発・設備投資・再エネ導入に必要な資金等を支える

再エネ電源への投資・開発支援
持続性・追加性ある供給基盤の拡大

つくる

再エネ電源・小売事業者・需要家をつなぐ仕組みの提供
需要家のCN実現に向け、導入検討から実装の支援

つなぐ
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本プレゼンテーションにより、貴社と株式会社三菱UFJ銀行の間には何ら委任その他の契約関係が発生するものではなく、弊行が一切法的な義務・責任を負うものではありません。

本資料は信頼できると考えられる各種データに基づいて作成されていますが、弊行はその正確性、完全性を保証するものではありません。ここに示したすべての内容は、弊行の現時点での判断を示しているに過ぎません。また、本資料
に関連して生じた一切の損害については、弊行は責任を負いません。その他専門的知識に係る問題については、必ず貴社の弁護士、税理士、公認会計士等の専門家にご相談の上ご確認下さい。

株式会社三菱UFJ銀行と三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社は別法人です。本資料は三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社が提供する商品・サービスについて説明するものではありません。また、株式会社三菱UFJ
銀行の役職員は三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社が提供する商品・サービスの勧誘行為をすることはできません。

本資料は弊行の著作物であり、著作権法により保護されております。弊行の事前の承諾なく、本資料の全部もしくは一部を引用または複製、転送等により使用することを禁じます。

Copyright 2026 MUFG Bank, Ltd. All rights reserved.

〒100-0005 東京都 千代田区 丸の内1-4-1 丸の内永楽ビルディング20階

株式会社 三菱UFJ銀行 サステナブルビジネス部

ディスクレーマー

弊行が契約している指定紛争解決機関 一般社団法人 全国銀行協会

連絡先 全国銀行協会相談室

• 電話番号： 0570-017109 または 03-5252-3772

• 受付時間： 月～金曜日9:00～17:00（祝日、12/31～1/3等を除く）



株式会社 三菱UFJ銀行

サステナブルビジネス部

〒100-0005

東京都 千代田区 丸の内1-4-1 丸の内永楽ビルディング20階

www.mufg.jp
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